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研究要旨
 先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の患者が年齢を重ねることにより

小児期から成人期へと成長するなかで、医療機関における対応、移行期医療

を整備することにより、患者本人および家族の支援を充実させる。

Ａ．研究目的

視覚聴覚二重障害の患者はコミュニケーショ

ンに大きな障害を抱えているため、自身をとり

まく環境の急激な変化に対応することが大変難

しい。小児期から成人期へと移行する際に、患

者自身の変化とともに周囲を取り巻く医療環境

も変化していく必要があり、その支援を充実す

ることは患者本人および家族にとって非常に重

要である。

COVID-19パンデミック下において、各医療

機関における個別対応が困難な状況であり、移

行期医療支援体制の確立および診療マニュア

ル・ガイドラインの整備を行うことで、視覚聴

覚二重障害の患者に対する医療を充実させるこ

とを目的とする。

Ｂ．研究方法

 視覚聴覚二重障害患者の情報を収集しデータ

ベースを構築することにより臨床情報および問

題点を把握する。

 移行期に関し、実際に診療を行っている医療

機関からの情報を収集し整理することで診療モ

デルおよびプログラムの作成を行う。

 また、診療マニュアルの改訂および普及を行

う。

(倫理面への配慮) 
患者の個人情報に十分に留意して遂行する。

Ｃ．研究結果  

 大学病院における臨床データ・試料の収集な

らびに移行期医療支援の充実を行った。さらに

診療マニュアルの改訂を行うとともに、耳鼻咽

喉科医師および眼科医師に向けて普及活動を行

った。

Ｄ．考察

視覚聴覚二重障害患者およびその家族に対し

て必要な移行期医療に関し、研究代表者である

松永達雄を中心として、順調に研究が進行し

た。マニュアルの改訂により二重障害患者に対

する支援の充実を得ることができた。

Ｅ．結論

 視覚聴覚二重障害患者に関する移行期医療の

整備に向けて取り組みを行った。
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